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常
任
委
員
会
審
査総

務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

南
相
馬
市
企
業
立
地
促
進
区
域
及

び
避
難
解
除
区
域
等
に
お
け
る
市

税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

質　

疑　

課
税
免
除
対
象
と
な
る

企
業
の
把
握
は
。

答　

弁　

現
時
点
で
は
把
握
し
て

い
な
い
。

質　

疑　

制
度
周
知
の
方
法
は
。

答　

弁　

経
済
部
企
業
担
当
と
の

連
携
に
よ
り
、
具
体
的
に
相
談
を

受
け
た
際
に
も
周
知
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
展
開
す
る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

平
成
25
年
度
南
相
馬
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

質　

疑　

行
政
運
営
上
、
地
方
交

付
税
措
置
は
命
綱
で
あ
る
。
将
来

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

25
年
度
本
市
の
普
通
交

付
税
は
、
対
前
年
度
比
1.3
％
増
。

た
だ
し
、
全
国
市
町
村
ベ
ー
ス
で

は
1.3
％
減
。
県
内
市
町
村
分
で
も

4.5
％
減
。
平
成
26
年
度
国
の
概
算

要
求
で
は
、
出
口
ベ
ー
ス
で
1.8
％

減
の
速
報
が
出
て
い
る
。今
後
は
、

算
定
方
法
の
関
係
で
、
平
成
28
年

度
か
ら
普
通
交
付
税
の
減
額
に
よ

り
、
財
政
運
営
上
、
厳
し
い
状
況

が
想
定
さ
れ
る
。

質　

疑　

妊
婦
健
康
診
査
支
援
基

金
事
業
補
助
金
は
、
当
初
予
算
に

見
込
め
な
か
っ
た
の
か
。

答　

弁　

妊
婦
健
診
は
必
要
回
数

14
回
程
度
で
、
平
成
24
年
度
ま
で

は
、
14
回
の
う
ち
９
回
分
が
県
の

基
金
か
ら
２
分
の
１
の
補
助
、
残

り
２
分
の
１
は
普
通
交
付
税
措

置
。
14
回
の
う
ち
、
残
り
５
回
分

は
普
通
交
付
税
措
置
。
平
成
25
年

度
か
ら
は
、
必
要
回
数
14
回
全
て

が
普
通
交
付
税
措
置
に
な
り
、
今

回
の
補
助
金
は
、
平
成
24
年
度
に

受
診
さ
れ
た
平
成
25
年
３
月
分
な

ど
の
９
回
分
で
、
６
月
26
日
に
交

付
決
定
さ
れ
た
分
で
あ
り
、
当
初

予
算
で
は
見
込
め
な
か
っ
た
。

質　

疑　

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

を
減
額
補
正
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
理

由
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

市
税
の
当
初
課
税
に
伴

い
約
４
億
円
の
増
、
普
通
交
付
税

の
本
算
定
に
よ
り
約
７
億
円
の

増
、
繰
越
金
確
定
に
伴
い
約
15
億

円
の
増
と
、
新
た
に
財
源
が
見
込

め
る
た
め
で
あ
る
。

質　

疑　

次
世
代
自
動
車
充
電
イ

ン
フ
ラ
整
備
促
進
事
業
で
、
道
の

駅
が
整
備
第
一
候
補
と
な
っ
た
理

由
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

福
島
県
が
、
福
島
県
次

世
代
自
動
車
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備

ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
適
地
を
、
基
本
的
な
基
盤
整

備
、
目
的
地
充
電
箇
所
、
経
路
充

電
箇
所
と
設
置
地
点
を
示
し
て
お

り
、
本
市
は
経
路
充
電
箇
所
と
し

て
、
交
通
量
が
多
く
、
災
害
時
に

避
難
所
の
役
割
を
果
た
す
「
道
の

駅
南
相
馬
」
を
選
定
し
た
。

質　

疑　

除
去
土
壌
等
仮
置
場
設

置
管
理
事
業
で
、
仮
置
き
場
周
辺

の
米
づ
く
り
や
販
売
に
対
す
る
風

評
被
害
へ
の
対
策
は
。

答　

弁　

風
評
被
害
が
払
拭
で
き

る
仮
置
き
場
の
安
全
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
い
き
た
い
。

質　

疑　

消
防
団
活
性
化
対
策
事

業
で
、
総
合
的
な
消
防
団
の
活
性

化
、人
材
確
保
を
ど
う
す
る
の
か
。

答　

弁　

震
災
に
よ
り
、
１
千
250

名
ほ
ど
の
団
員
の
う
ち
、
約
440
名

が
市
外
に
避
難
し
て
い
る
。
再
編

等
も
視
野
に
入
れ
、
ま
ず
団
員
の

意
向
調
査
な
ど
今
年
度
実
施
予
定

で
あ
る
。

質　

疑　

仮
庁
舎
整
備
事
業
で
、

県
道
か
ら
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
へ
の

進
入
に
危
険
性
を
感
じ
る
が
。

答　

弁　

市
民
が
安
全
で
、
容
易

に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
駐
車
場
の

確
保
も
重
要
な
要
因
で
あ
り
、
整

備
予
定
地
の
隣
接
地
の
取
得
に
向

け
た
対
応
を
今
後
進
め
た
い
。

討　

論　

仮
庁
舎
整
備
事
業
の
提

案
場
所
が
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
で
あ

り
、
現
況
、
県
道
か
ら
の
み
の
出

入
口
で
は
、
市
民
等
の
往
来
が
新

た
に
生
じ
る
こ
と
で
、
交
通
環
境

と
交
通
事
情
に
お
け
る
安
全
面
に

懸
念
が
あ
る
。
東
側
隣
接
地
取
得

な
ど
、
新
た
な
進
入
路
の
確
保
に

よ
り
、
市
民
等
の
安
全
対
策
に
努

め
る
べ
き
と
の
意
見
を
付
し
て
賛

成
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

平
成
25
年
度
南
相
馬
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

質　

疑　

帰
還
住
民
放
射
能
対
策

機
器
点
検
校
正
事
業
で
、
今
後
毎

年
校
正
し
て
い
く
の
か
。

答　

弁　

本
事
業
は
、
放
射
線
に

対
す
る
不
安
を
解
消
し
、
住
民
の

帰
還
を
促
す
こ
と
が
目
的
で
あ
る

た
め
、
何
年
も
継
続
す
る
も
の
で

は
な
く
緊
急
的
な
措
置
で
あ
る
。

質　

疑　

既
に
校
正
に
出
さ
れ
た

方
に
対
す
る
周
知
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

既
に
校
正
に
出
さ
れ
た

方
が
、
８
月
26
日
現
在
で
10
人
い

る
。
市
の
予
算
で
対
応
す
る
。

質　

疑　

機
器
を
回
収
し
て
、
市

民
に
返
す
手
順
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

市
民
か
ら
加
入
事
業
組

合
に
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
く
。
市

外
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
は
、
郵

便
で
受
付
す
る
。
組
合
か
ら
工
場

へ
送
付
し
、
約
一
ヶ
月
で
工
場
か

ら
組
合
へ
連
絡
し
、
引
き
取
っ
て

い
た
だ
く
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

建設予定の仮庁舎（イメージ）

電
気
自
動
車
充
電
施
設

　
　
　
　
　

道
の
駅
に
設
置

仮
庁
舎
建
設
へ
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常
任
委
員
会
審
査

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

平
成
25
年
度
南
相
馬
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

市
内
に
は
、
原
発
30
㎞

ラ
イ
ン
の
内
外
で
国
保
税
や
一
部

負
担
金
の
取
り
扱
い
に
差
が
あ
り
、

不
公
平
感
が
い
ま
だ
に
根
強
い
。

住
民
感
情
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

の
内
容
か
伺
う
。

答　

弁　

住
民
感
情
は
充
分
に
理

解
す
る
が
、
今
後
の
医
療
費
の
推
移

が
不
透
明
で
あ
る
。
次
年
度
以
降
も

国
保
税
率
の
引
上
げ
緩
和
な
ど
に
、

相
当
の
財
源
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

と
判
断
し
、
基
金
積
立
と
す
る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

平
成
25
年
度
南
相
馬
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

介
護
士
不
足
に
つ
い

て
、
本
市
で
も
独
自
で
ス
タ
ッ
フ

不
足
解
消
の
た
め
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
市
の

独
自
施
策
と
し
て
、
報
酬
へ
上
乗

せ
で
き
る
よ
う
な
施
策
は
で
き
な

い
の
か
伺
う
。

答　

弁　

市
独
自
で
は
難
し
い

が
、
介
護
保
険
制
度
で
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
期
間

限
定
で
、
職
員
の
賃
金
増
額
等
の

処
遇
改
善
を
行
う
事
業
者
に
対
し

て
、
介
護
報
酬
を
加
算
す
る
制
度

が
あ
る
。
職
員
不
足
状
況
を
見
れ

ば
、
加
算
率
の
上
積
み
と
制
度
の

延
長
を
要
望
し
て
い
く
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

平
成
25
年
度
南
相
馬
市
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
の
開

院
と
総
合
病
院
が
臨
床
研
修
指
定

病
院
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、

平
成
27
年
度
中
に
電
子
カ
ル
テ
を

導
入
す
べ
く
、
調
査
の
為
の
委
託

費
だ
が
、
電
子
カ
ル
テ
導
入
の
経

過
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
が
開

院
す
る
前
に
電
子
カ
ル
テ
を
導
入

し
、
別
棟
に
な
る
脳
卒
中
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
。
さ
ら
に
医
療
業
界
で
標
準
化

さ
れ
て
い
る
電
子
カ
ル
テ
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
臨
床
研
修
医
の
教

育
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
で
あ

る
。

質　

疑　

小
高
病
院
の
再
開
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
経
て

再
開
が
決
定
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

答　

弁　

再
開
に
つ
い
て
は
、
小

高
区
地
域
医
療
復
興
計
画
策
定
委

員
会
に
お
い
て
、
ま
ず
は
公
的
な

病
院
か
ら
再
開
す
べ
き
と
の
事
で

あ
っ
た
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

質　

疑　

入
札
結
果
に
よ
る
と
、

入
札
が
２
社
だ
け
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

制
限
付
き
一
般
競
争
入

札
で
執
行
し
た
。
地
元
業
者
で
あ

る
と
い
う
地
域
要
件
、
施
行
能
力

や
工
事
品
質
を
確
保
す
る
た
め

に
、
経
営
事
項
審
査
点
数
を
要
件

と
し
て
い
た
が
、
結
果
と
し
て
応

札
が
２
社
で
あ
っ
た
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

平
成
25
年
度
南
相
馬
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

質　

疑　

共
同
墓
地
災
害
復
旧
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
、
墓
地
管
理

者
に
対
す
る
事
前
の
周
知
方
法

と
、
こ
れ
か
ら
申
し
込
み
が
あ
っ

た
場
合
に
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
伺
う
。

答　

弁　

多
く
の
場
合
、
行
政
区

長
が
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
が
、

個
別
に
文
書
で
案
内
を
出
し
て
い

る
。
今
後
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た

際
に
は
、
申
請
内
容
を
精
査
の
う

え
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質　

疑　

か
し
ま
保
育
園
太
陽
光

発
電
設
備
事
業
に
つ
い
て
、
太
陽

光
発
電
を
利
用
し
た
楽
器
等
の
設

置
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
伺
う
。

答　

弁　

太
陽
光
発
電
を
利
用
し

て
、
押
す
と
、
光
と
音
を
鳴
ら
す

楽
器
で
あ
る
。
年
齢
に
よ
っ
て
分

け
て
演
奏
で
き
る
よ
う
に
、
大
中

小
の
３
種
類
を
予
定
し
て
い
る
。

質　

疑　

真
野
小
学
校
閉
校
記
念

事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
記
念
誌

の
発
行
に
つ
い
て
、
１
千
部
を
作

成
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
見
込
み
で
１
千
部
と
し
た
の

か
。
十
分
に
足
り
る
と
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

答　

弁　

真
野
地
区
の
ほ
ぼ
全
世

帯
の
600
部
、
さ
ら
に
県
教
育
委
員

会
等
の
関
係
機
関
を
想
定
し
て
お

り
、
余
裕
を
持
た
せ
て
１
千
部
で

あ
る
。

質　

疑　

閉
校
記
念
事
業
に
関
連

し
て
、
跡
地
利
用
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
検
討
が
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

答　

弁　

現
在
は
鹿
島
区
の
地
域

振
興
課
が
中
心
と
な
っ
て
、
鹿
島
区 津波被害を受けた真野小学校

全
体
の
復
興
に
向
け
た
地
域
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

質　

疑　

屋
内
プ
ー
ル
利
用
者
促

進
事
業
に
つ
い
て
、
オ
ー
プ
ン
し

て
か
ら
８
月
末
ま
で
で
、
利
用
者

数
は
延
べ
１
万
７
千
人
を
超
え
て

い
る
。
安
全
に
使
え
る
環
境
を
整

え
て
い
く
た
め
に
今
後
も
維
持
費

が
発
生
す
る
。
今
回
の
補
正
予
算

で
、
ど
の
程
度
ま
で
の
修
繕
が
完

了
す
る
見
込
み
か
伺
う
。

答　

弁　

現
在
把
握
し
て
い
る
範

囲
の
修
繕
は
完
了
す
る
。
今
後
も

各
種
定
期
点
検
を
行
い
な
が
ら
、

管
理
し
て
い
く
。

質　

疑　

日
中
一
時
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
需
要
と
供
給
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
希
望
通

り
の
利
用
は
で
き
る
状
況
な
の
か

伺
う
。

答　

弁　

お
お
む
ね
希
望
通
り
の

利
用
が
で
き
て
い
る
。
た
だ
、
特

に
人
数
の
多
い
日
に
は
、
利
用
人

数
の
調
整
を
し
て
い
る
。

質　

疑　

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨

時
特
例
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、

本
市
に
お
け
る
保
育
士
の
充
足
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

保
育
園
児
・
幼
稚
園
児

は
震
災
前
と
比
べ
て
４
割
ほ
ど
が

戻
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

職
員
の
退
職
も
あ
っ
た
が
、
嘱
託

職
員
、
パ
ー
ト
職
員
を
含
め
対
応

し
て
い
る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。


